
▼
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大
会
レ
ポ
ー
ト 

 
第
七
０
回
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大
会
福
岡
市
大
会 

 
 

第
５
分
科
会
「地
域
と
共
に
子
供
た
ち
を
育
む
広
報
・ 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

Ｐ
Ｒ
活
動
を
学
ぶ
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
」 

 
 
 
 

 

講
師 
熊
本
市
立
出
水
南
中
学
校 

田
中
慎
一
朗
校
長 

 

 

熊
本
市
立
出
水
南
中
学
校 

田
中
慎
一
朗
校
長
先
生
に
よ
る
「
こ
ど

も
ま
ん
な
か
社
会
に
お
け
る
学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
割
」
と
い
う
講
演

は
、
長
年
い
じ
め
や
不
登
校
、
こ
ど
も
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
つ

い
て
の
問
題
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
観
点
か
ら
の
お
話
で
し
た
。 

 

田
中
校
長
先
生

は
、
現
代
の
子
ど

も
た
ち
は
「
孤

立
」
し
て
い
る
課

題
が
あ
る
、
と
指

摘
さ
れ
た
。
ま

た
、
保
護
者
に
お

い
て
も
「
孤
立
」

し
て
い
る
問
題
が

あ
る
と
い
わ
れ
ま

し
た
。 

 

昨
今
は
ど
う
し
て
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
疑
問
視
さ
れ
が
ち
だ
が
、
本
来
は

「
保
護
者
と
教
職
員
が
協
力
し
て
活
動
す
る
」
会
で
す
。
家
庭
と
学
校

の
連
携
は
と
て
も
重
要
で
あ
り
、
子
ど
も
は
親
の
所
有
物
で
は
な
く
、

社
会
全
体
で
育
て
る
「
私
た
ち
の
子
ど
も
（O

u
r 
ch
i
ld
re
n

）
」
と
い

う
意
識
を
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
学
校
が
共
有
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の

た
め
の
機
能
を
３
つ
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

・
共
助
機
能
：
子
育
て
の
葛
藤
を
分
か
り
合
う
。 

・
監
督
機
能
：
子
ど
も
た
ち
の
「
困
り
ご
と
」
に
対
し
て
、
意
見
を
述

べ
る
（
親
の
意
見
）
。 

・
教
育
機
能
：
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
で
、
学
校
だ
け
で
は
実
現
で
き
な
い
貴
重

な
体
験
の
提
供
（
伝
統
・
技
術
体
験
、
講
話
等
）
。 

 

確
か
に
、
気
薄
に
な
っ
て
き
て
い
る
地
域
と
の
交
流
も
、
ま
た
Ｐ
Ｔ

Ａ
に
と
っ
て
大
事
な
こ
と
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
学
校
、
家
庭
、

地
域
を
「
繋
ぐ
活
動
」
が
で
き
る
の
も
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
強
み
で
あ
る
の
だ

か
ら
、
そ
の
活
動
を
子
ど
も
達
に
見
せ
て
、
体
験
さ
せ
て
安
心
安
全
な

社
会
で
自
分
た
ち
は
見
守
ら
れ
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
、
と
自
信
を
持
っ

て
ほ
し
い
の
で
す
。 

 

孤
立
す
る
子
ど
も
や
保
護
者
が
一
人
で
も
少
な
く
な
り
、
相
談
で
き

る
場
所
に
気
が
つ
い
て
い
た
だ
け
た
ら
、
と
切
に
願
い
ま
す
。 

  
 
 
 
 

 
 

 
 

武
蔵
ケ
丘
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長 

上
田
良
子 

 

☆
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
★ 

 

第
七
〇
回
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大
会
福
岡
市
大
会
に

て
、
菊
陽
町
立
武
蔵
ヶ
丘
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
の
上
田
良
子
さ
ん

（
写
真
右
）
、
前
菊
池
郡
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
会
長
の
前
村
悠
樹
さ

ん
（
写
真
左
） 

前
熊
本
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
の
山
口
法
子
さ
ん

（
写
真
中
央
） 

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

 

▼
第
七
十
三
回
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会
レ
ポ
ー
ト 

能
登
の
教
訓
か
ら
学
ぶ
！
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
地
域
と
築
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「命
の
防
波
堤
」と
新
た
な
役
割 

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
子
ど
も
た
ち
の
安
全
と 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

学
び
を
支
え
る
役
割
と
は
」 

 

先
日
、
石
川
県
で
開
催
さ
れ
た
第
七
十
三
回
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究

大
会
は
、
こ
の
問
い

に
向
き
合
う
場
と
な

り
ま
し
た
。
能
登
の

教
訓
を
踏
ま
え
、
私

た
ち
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
今
、

子
ど
も
の
安
全
と
未

来
の
た
め
に
何
を
す

べ
き
か
を
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。 

 

大
会
初
日
、
分
科

会
で
基
調
講
演
に

立
っ
た
輪
島
市
教
育

長
の
小
川
正
先
生

は
、
想
定
外
の
地
震

で
初
動
が
困
難
だ
っ

た
実
態
や
、
日
頃
の
防
災
訓
練
に
よ
り
中
学
生
が
避
難
所
運
営
を
支
え

た
事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。
先
生
は
、
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
が
災
害

時
の
力
に
な
る
と
強
調
。
こ
の
教
訓
に
基
づ
き
、
地
域
か
ら
誰
一
人
と

し
て
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
「
心
の
防
波
堤
」
を
築
く
防
災
教
育
の
推

進
、
そ
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
学
校
・
地
域
・
行
政
と
連
携
し
、
避
難
訓
練
や

避
難
所
運
営
訓
練
を
一
体
で
行
う
重
要
性
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。 

 

二
日
目
の
全
体
会
で
は
、
浅
野
大
介
副
知
事
が
、
教
育
Ｄ
Ｘ
と
「
能

登
の
創
造
的
復
興
」
に
つ
い
て
講
演
。
奥
能
登
を
丸
ご
と
「
学
校
」
と

見
立
て
、
地
域
連
携
や
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
「
先
生
や
先
輩
」
を
連

れ
て
く
る
「
未
来
の
地
球
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。

地
域
の
文
化
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
人
脈
が
、
未
来
の
学
び
を
広
げ
る
鍵
と
な
る

こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

 

本
大
会
は
、
能
登
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
子
ど
も
の
安
全

と
、
未
来
の
学
び
を
支
え
る
と
い
う
「
新
た
な
役
割
」
を
再
確
認
す
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
武
蔵
ヶ
丘
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
も
、
県
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
の
委
嘱
金
を
活
用
し
、
学
校
の
図
書
室
に
、
防
災
図
書

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。
み
ん
な
で
、
命
を
守
る
た
め
の
学
び
を

深
め
、
防
災
へ
の
意
識
を
共
有
し
て
い
ま
す
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武
蔵
ヶ
丘
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長 

池 

裕
子    オープニングアトラクションの鶏浦太鼓 


